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前半は体調が悪く休んでいたお友だちがたくさんいましたが、元気に登園し、 

全員揃う日が増え嬉しく思います。今後も子どもたちの体調の変化にいち早く気が

付けるよう、いつもと変わった様子があればお知らせください。 

 

夏本番だというのに、雨が降る日が多く、「雨降ってるね～」「お外行けないね～」

「プール入れないね～」と窓の外を見ながら残念そうな様子の子どもたちです。 

そんな子どもたちにシャボン玉を見せてみると、やりたい！と大喜び。テラスで

シャボン玉を楽しみました。初めは息を強く吹き過ぎて上手く吹けずに苦戦してい

ました。それでも何度も何度も吹いていくうちに、少しずつシャボン玉が飛び出す

ようになってきて、それが嬉しくてまた何度も何度も繰り返し楽しんでいました。 

 部屋では、玩具で遊ぶことが多く、その中でもおままごとが大好きです。 

お鍋に食材を入れて混ぜたり、包丁に上から手を添えて力を込めて切ったり、 

ロッカーを電子レンジに見立てて温める真似をしたり、家庭で見ている様子を表現

しているのかなと思う場面がたくさんあります。日常生活の中での大人の行動を

“観察する力”やそれを遊びに取り入れ“模倣する力”が育ってきているなと感じ

ています。 

〇エピソード〇 

 いつも、おやつを食べ終わると、帰る準備を自分たちでしています。 

カバンにコップや水筒を入れること。靴下を履いてスモックを着ること。 

難しいことは保育教諭に手伝ってもらいながら、自分で頑張っています。 

Aくんはスモックを着る時、いつも「先生やって」と自分でやる前に、保育

教諭にお願いをしていました。そんな Aくんに対して、全部やってしまうの

ではなく、まずはボタンを穴から出してあげてAくんが引っ張るなど、最後

の１つだけやってみるよう促し、Aくんが自分で出来たと感じられるように

関わっていました。すると、少しずつ「やって」と言うことがなくなり、自

分でやろうとするようになりました。そして、今では全てのボタンを自分で

留められるようになりました。 

☆少しずつ身の回りのことを自分で出来るようになっていくこの時期。 

ここでは、今まで出来なかったボタンを『自分で出来るようになったこと』

ではなく『自分でやろうとしていること』を評価しています。 

家庭でも時間がある時は子どもたちが自分でやってみようと頑張る姿を 

見守ってあげてください。 

 

１４日（火） 祖父母参観  詳細は別紙をご覧ください。 

１５日（水） 消火訓練 

２１日（火） 身体測定 

２８日（火） 鍛錬遠足   後日案内を持ち帰ります。 

３０日（木） お誕生会 

うさぎのダンス８ 


